
　
市
民
局
で
行
っ
た
平
成
十
年
度
の

横
浜
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

横
浜
市
民
の
約
八
五
％
が
「
広
報
よ

こ
は
ま
」
を
通
じ
て
横
浜
市
政
の
情

報
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

「
広
報
よ
こ
は
ま
」
は
読
ま
ず
に
捨

て
ま
す
と
い
う
戸
も
聞
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
広
報
よ
こ
は
ま
」
の
、

特
に
区
版
に
つ
い
て
、
今
後
も
よ
り

多
く
の
住
民
に
読
ま
れ
、
行
政
広
報

媒
体
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
三
つ
の
提

案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
｜
勤
労
者
層
と
若
年
層
を
読
者
に

　
区
版
の
主
な
読
み
手
は
主
婦
層
と

退
職
者
層
で
あ
り
、
勤
労
者
層
や
若

年
層
に
は
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
区
版
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
お
知
ら
せ
記
事
の
多
く

が
、
保
健
所
や
地
域
振
興
課
な
ど
で

平
日
昼
間
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
催

し
物
で
あ
る
こ
と
や
、
特
集
記
事
で

も
、
福
祉
施
設
な
ど
利
用
の
対
象
が

極
め
て
狭
い
も
の
を
掲
載
す
る
場
合

が
多
い
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で

す
。
　
し
た
が
っ
て
、
区
版
に
は
勤
労
者

層
や
若
年
層
の
目
に
留
ま
る
よ
う
な

企
画
が
も
っ
と
必
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
平
日
夜
間
と
土
日
に
気
軽

に
参
加
で
き
る
公
共
施
設
・
催
し
物

の
紹
介
や
、
各
学
校
の
紹
介
、
勤
労

者
層
と
若
年
層
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
が
考
兄
ら
れ
ま
す
。

②
｜
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
広
報
す
る

　
区
役
所
の
広
報
相
談
係
の
窓
口
に

は
、
環
境
事
業
局
の
「
ゴ
ミ
の
出
し

方
」
な
ど
様
々
な
部
署
で
発
行
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
知
ら
な
い

住
民
も
多
い
よ
う
で
す
。
行
政
の
仕

組
み
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
区
版
で
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
は
、
住
民
・
行
政
双
方
に

意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

③
－
広
報
紙
を
Ｐ
Ｒ
す
る

　
そ
も
そ
も
、
民
間
の
新
聞
等
が
行

政
広
報
紙
と
大
き
く
違
う
点
は
、
そ

れ
自
体
の
Ｐ
Ｒ
に
相
当
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
税
金
の
使
い
方
と

し
て
適
切
か
否
か
の
議
論
は
あ
る
と

し
て
も
、
多
く
の
人
の
目
に
留
ま
る

た
め
に
は
、
行
政
広
報
紙
自
身
の
存

在
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
は
情
報
化
が
進
み
、

二
十
一
世
紀
は
イ
ン
タ
ー
不
ッ
ト
の

時
代
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
私
自
身
は
、
パ
ソ
コ
ン
至
上
主

義
的
な
考
え
に
若
干
違
和
感
を
覚
え

ま
す
。
理
由
は
、
ま
ず
電
話
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
と
比
ベ
パ
ソ
コ
ン
は
値
段
が
高

く
、
使
い
方
が
難
し
い
こ
と
。
次
に
、

例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他

人
の
文
献
の
勝
手
な
引
用
や
他
人
の

名
誉
を
損
ね
る
よ
う
な
表
現
な
ど
に

対
す
る
法
的
対
抗
手
段
の
整
備
に
、

ま
だ
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
点
で

す
。
　
そ
の
意
味
で
も
、
二
十
一
世
紀
に

お
い
て
も
当
分
は
、
横
浜
市
政
の
Ｐ

Ｒ
の
中
心
は
紙
媒
体
の
「
広
報
よ
こ

は
ま
」
で
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
私
も
今
ま
で
以
上

に
議
論
や
研
修
な
ど
を
重
ね
て
、
よ

り
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
な

広
報
紙
を
目
指
し
て
、
職
務
を
全
う

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
が
き

　
今
回
、
Ｐ
Ｒ
、
そ
の
本
来
の
意

味
を
考
え
よ
う
と
し
た
。
す
る
と

"
P
u
b
l
i
c

R
e
l
a
t
i
o
n
s
"
で
あ
る
。
聞
け

ば
知
ら
な
い
単
語
で
は
な
い
し
、
確

か
に
こ
れ
は
「
関
係
」
の
一
種
だ
。

そ
し
て
そ
れ
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
、
社
会
に
お
け

る
関
係
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
個
人

的
に
誠
意
を
示
す
、
と
い
う
も
の
で

は
な
く
相
手
は
大
勢
、
し
か
も
そ
れ

は
組
織
で
あ
る
場
合
も
、
そ
う
で
は

な
く
個
人
の
集
合
と
し
て
の
「
社
会
」

で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
の
共

通
理
解
の
築
き
方
、
か
。
と
追
っ
て

行
け
ば
そ
の
存
在
を
理
解
で
き
る
。

　
そ
こ
に
は
多
く
の
観
察
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
法
則
に
基
づ
い
た
行
動

の
規
範
、
多
方
面
に
わ
た
る
「
Ｐ
Ｒ

の
技
術
」
が
あ
る
。

　
い
く
ら
市
民
や
利
用
者
の
声
を

聴
い
て
も
、
聴
い
た
声
を
活
か
す
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
か
つ
ど
の
よ
う
に

活
か
し
た
の
か
に
つ
い
て
積
極
的
に

訴
え
な
け
れ
ば
、
相
手
に
は
伝
わ
ら

な
い
。
「
わ
か
っ
て
い
て
も
や
ら
な

け
れ
ば
、
わ
か
っ
て
い
な
い
の
と
同

じ
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　
だ
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
「
宣
伝
」
だ

と
感
じ
る
の
は
そ
の
表
層
し
か
見
て

い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
を
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
と
か
経
営
技
術
、

と
表
現
し
て
我
々
自
治
体
業
務
に
携

わ
る
人
間
が
そ
の
本
質
を
見
逃
す
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
「
社
会
」

に
対
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な

い
。
　
我
々
が
個
人
と
し
て
「
役
所
」
に

対
す
る
と
き
、
ど
こ
か
不
親
切
だ
、

も
う
少
し
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
れ

ば
い
い
の
に
、
と
感
じ
た
経
験
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
。
月

並
み
な
よ
う
だ
が
、
市
民
が
知
り
た

い
こ
と
を
知
ら
せ
る
、
そ
の
た
め
に

は
自
分
の
中
の
「
市
民
」
を
見
つ
め

直
し
て
み
る
こ
と
が
Ｐ
Ｒ
の
早
道
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
井
上
〉

　
　
「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自

由
に
意
見
を
発
表
し
討
論
す
る

行
政
研
究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究

レ
ポ
ー
ト
」
　
へ
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

研
究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
三
枚
以

内
に
ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部

調
査
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
六
三
一
四
六
一
三

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
六
七
一
△
一
〇
二
九
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●
第
1
3
5
号
〈
一
九
九
八
年
九
月
〉

特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備

Ｔ
圭
世
界
に
開
か
れ
た
海
上
産
業
都
市
づ
く
り

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・

●
第
1
3
6
号
二
九
九
八
年
十
二
月
〉

特
集
・
創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
へ
の
道

都
市
に
と
っ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
は
何
か

①
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
本
質
を
再
考
察
す
る
　
　
　
　
猪
口
邦
子

②
都
市
戦
略
と
し
て
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
考
え
る
Ｉ
渡
辺
厚

創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
代
雅
之
・
渡
辺
政
一

魅
力
あ
る
都
市
の
条
件

①
都
市
に
充
足
、
完
成
は
あ
り
え
な
い
　
　
　
　
　
　
木
幡
和
枝

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
伝
説
が
街
を
つ
く
る
　
　
　
　
　
　
村
上
実

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
心
を
伝
え
る
「
物
語
都
市
横
浜
」
の
創
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
万
之
丞

コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
ー
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
能
と
役
割
－
森
岡
朋
子

市
民
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

①
横
濱
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
う
め
も
と
賓

②
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
野
毛
と
い
う
町
　
　
　
　
　
　
　
福
田
豊

③
東
海
道
と
い
う
財
産
を
持
つ
保
土
ヶ
谷
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
近
藤
博
昭

事
例
か
ら
見
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
効
果
と
今
後

①
フ
ラ
ン
ス
映
画
祭
横
浜
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
宏
江

②
国
際
エ
イ
ズ
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
孝
史
・
魚
本
一
司

③
ヨ
コ
ハ
マ
都
市
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
　
　
　
　
国
吉
直
行

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
連
載
①
安
政
の
開
港
、
平
成
の
遊
遁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
和
義

連
載
①
／
市
営
バ
ス
ー
ー
七
十
年
を
迎
え
て
　
市
営
バ
ス
ー
七
十
年

の
歴
史
を
考
察
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
保
光
興

新
鮮
力
／
未
来
を
創
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
越
路
浩
也

●
第
1
3
7
号
〈
一
九
九
九
年
三
月
〉

特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市

多
様
化
す
る
働
き
方
～
担
い
手
と
そ
の
特
徴
　
　
　
　
佐
藤
博
樹

自
治
体
現
場
か
ら
み
た
就
労
問
題
の
諸
相
と
就
労
支
援

①
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
現
状
と
そ
の
対
策
　
　
　
　
板
倉
良
雄

②
中
高
年
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
問
題
１
神
奈
川
人
材
銀
行
の
窓
口
か

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
川
征
支
郎

③
女
性
就
労
の
今
日
的
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
順
江

④
中
小
企
業
の
動
向
と
起
業
家
支
援
　
　
　
　
　
　
　
相
澤
武
志

新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

①
座
談
会
・
起
業
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
そ
の
可
能
性
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
江
守
之
・
片
岡
勝
・
木
下
慶
子
・
中
野
聴
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
孝
史
・
石
原
敏
明
・
南
学

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

主
婦
就
労
の
場
と
し
て
の
「
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
。
ト
」
－
丹
羽
勝
子

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
し
～

ぷ
る
ね
っ
と
金
沢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
隆
吉

④
商
店
街
の
公
益
活
動
～
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
－
市
川
俊
明

⑤
テ
レ
ワ
ー
ク
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
生
活
　
　
　
　
　
堀
越
久
代

連
載
②
／
市
営
バ
ス
ー
七
十
年
を
迎
え
て
　
市
営
バ
ス
事
業
の
現

況
と
今
後
の
方
向
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
光
興

連
載
①
／
市
民
活
動
と
自
治
体
の
協
働
に
向
け
て

①
市
民
活
動
先
進
地
域
と
し
て
の
横
浜
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
朗
・
重
内
博
美
・
竹
前
大

②
憲
法
八
九
条
後
段
と
「
横
浜
コ
ー
ド
」
　
一
憲
法
解
釈
論
と
政
策

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
柳
幸
一

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
連
載
②
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅
－
み

な
と
み
ら
い
2
1
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
村
田
和
義

調
査
＆
政
策
研
究
／
平
成
十
年
度
横
浜
市
民
意
識
調
査
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
企
画
局
調
査
課

新
鮮
力
／
多
角
的
な
視
野
を
持
っ
た
行
政
マ
ン
に
」
卜
匹
石
原
従
道

　
　
　
産
業
活
性
化
は
福
祉
基
盤
を
支
え
る
柱
－
高
秀
秀
信

座
談
会
・
京
浜
臨
海
部
の
課
題
と
こ
れ
か
ら
の
可
能
性

　
　
　
　
　
－
小
島
謙
∵
岩
宮
浩
・
内
藤
理
・
金
近
忠
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
悠
・
南
学

京
浜
臨
海
部
と
浅
野
総
一
郎
　
先
人
た
ち
の
遺
産
丿
東
秀
紀

産
業
集
積
と
活
性
化
戦
略

①
日
本
技
術
を
支
え
る
産
業
集
積
と
活
性
化
　
拠
点
的
母
工
場
と

し
て
の
取
り
組
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
－
－
柏
木
孝
之

②
京
浜
臨
海
部
の
現
況
デ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
孝
一

二
十
一
世
紀
の
新
産
業
の
創
出

①
横
浜
に
お
け
る
地
域
科
学
技
術
政
策
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
治
・
塩
田
進

②
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
の
あ
り
方
　
　
　
　
　
星
野
敏

Ⅱ
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践

京
浜
地
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
　
　
　
　
　
　
土
井
一
成

地
域
再
生
へ
の
取
り
組
み
　
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
中
心
に
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
鈴
木
健
一
・
前
川
稔
・
小
金
井
健
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
珠
実

産
学
連
携
を
中
心
と
す
る
研
究
開
発
拠
点
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
ｉ
－
ｊ
金
子
延
康
・
山
田
孝
一
・
菅
原
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
政
男
・
関
戸
義
仁

市
民
に
開
か
れ
た
京
浜
臨
海
部

色
鶴
見
区
に
お
け
る
臨
海
部
の
現
状
と
課
題
｜
・
ｉ
　
　
　
橋
本
勝

②
神
奈
川
区
臨
海
部
の
特
色
と
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
‐
・
松
山
弘
子

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
地
方
分
権
の
憲
法
上
の
課
題
に
つ
い
て

水
道
行
政
を
モ
デ
ル
と
し
て
：
－
－
－
・
－
１
－
Ｉ
－
南
有
里

新
鮮
力
／
す
べ
て
は
制
度
を
「
知
る
」
こ
と
か
ら
Ｉ
Ｉ
楢
崎
和
雄

135～137号



調査季報

138
1999年6月

　　　　　　　編集･発行
横浜市企画局政策部調査課

〒231-0017横浜市中区港町1-1

　　　TEL.045-671-2029

　　　1999年6月30日発行

横浜市広報印刷物登録

　　　第110070号

　類別・分類A-BAOll

デザイン　サウスピア

印刷　株式会社ガリバー

　　　-｀　　　　　　　　ISSN0387-8899

この印刷物は再生紙（古紙混入率70％）を使用しています


	page1
	page2
	page3

